
[2018スタンダードIⅡ AB受 問題B401]

多項式/1χ)を (χ―a)2で割つたときの余りを,α,/1a),′ (a)を使つて表せ。   (2● 07  早燿わた)
χl∞ を (χ -1)3で割ったとき,余 りである多項式の最高次の項の係数を求めよ。   (2。 13  関 己た
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[2018スタンダードIⅡ AB受 問題B4021

o(⇒ を2次式とする。整式Poは Ooでは割り切れないが,{POド はα→で割り切れるという。このとき,
次方程式oo=0は 重解をもつことを示せ。    ・          (2・ 6  市
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[2018スタンダードIⅡ AB受 問題B403] (247 弘前た)
多項式χ
3+3χ 2+2χ +7を割り切り,かつすべての項の係数が正の実数であるような 2次式は存在する力、
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[2018スタンダードIⅡ AB受 問題B側

実数の定数α,み (b>0)に対し,2次方程式χ
2_2αχ―b=0と 3次方程式χ3_(2α 2+b)χ _4αb〓 0を考える。

この 2次方程式の解のうちの 1つだけが,この 3次方程式の解になるための必要十分条件をαとらの関係式で表せ。

た,その共通解をαで表せ。 (2"  太1反市れた
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[2018スタンダードIIAB受 問題B4051

)任意の実数αに対して,不等式α4+ら 3≧ α3+αら3が成り立つように実数らの値を定めよ。

任意の整数 αに対して,不等式α4+ら 3≧ α3+αら
3が成り立つように整数らの値を定めよ。 (2‐2 甲南
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